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Ⅰ－ １ 
 

第１章 はじめに 

 

災害はいつ襲ってくるかわかりません。そのときあなたならどうしますか？ 

 ・大型台風が接近！   ・大洪水の恐れが！  ・土砂災害の危険が！  ・高潮の恐れが！ 

・大地震で大揺れが！  ・津波が来る！ 

 

まずは平時からハザードマップで確認しましょう 

・自宅は大丈夫？ ・避難所はどこ？ ・安全な避難経路は？ 

 

台風が来る、大雨が降るという。どうしよう？（マイ避難カードを活用しよう） 

・正確な情報を入手するには？ ・いつ避難をはじめるの？ 

 

「本手引き」は、上記のような課題意識に応えるために、各人・各家庭が自宅の自然災害

の危険性を確認し、無事避難されることを願って作成しました。防災知識は深い程望ましい

ですが、情報過多で各人・各家庭にとっての必要最小限の情報が分かり難くなっている面も

否めません。 

本手引きでは、洪水、土砂災害、高潮、地震、津波といった災害の内、ご自宅が懸念される災

害について目を通して頂くことを期待しております。 

 

 

 「災害は忘れた頃にやってくる」と言われていましたが、最近は毎年のように大雨や台

風による河川の氾濫や土砂災害、高潮被害などが発生しています。地震も 1995 年の阪神

大震災以降、2011 年の東日本大震災等、大きな地震被害、津波被害が発生しています。そ

して、関東から九州にかけての広範囲に地震・津波被害が想定される南海トラフ地震が今

後 30 年以内に 70～80%の確率で、首都直下型地震も 70%の確率で発生するとされていま

す。 

 これまでの災害で、避難が遅れたり、避難中に被災したりして、尊い命が失われていま

す。一方、的確に避難され、命を守った方々も多くおられます。 

 「自分の命は自分で守る」ことが基本です。家族やご近所、避難行動要支援者を助ける

ためにも、自分が無事でなければなりません。 

 

内閣府が次のような「避難行動判定フロー」を出しています。 

まず、ハザードマップで自宅が浸水被害、土砂災害、高潮被害や津波被害に会う恐れの有

無を確認します。被災の恐れがある場合、避難に時間がかかる方は警戒レベル３で、他の

方は警戒レベル４で避難することを求めています。自宅が安全な場所であれば、自宅に留

まり安全を確保することも可能としています。 
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